
OnePlanetCafeMusashino

～2013年度 最終報告～



OPCM2013年度 メンバー

3年

東美奈子 高橋友世 藤田香穂 宮川芳好

２年

相原隆弘 大島亜里沙 塩原清吾

深瀬昂大 森俊太郎

計９人



本日の内容

１、今年度活動目的・目標

２、今年度活動報告

３、反省

４、来年度に向けて



活動目的・目標

目的：アフリカの貧困問題、環境問題を解
決するため、情報発信をすること。

目標：バナナペーパーを自分たちの身の周
り（外部・学内）で認知度を高め、使って
もらうようにすること。



年間活動報告（前期Input）
日時 活動

5/14 ペオさんとミーティング

5/21 多摩美術大学バナナペーパークラフト展示会 見学
at文部科学省情報広場

5/30 アフリカンフェスタ 見学

6/11~7/9 ミツロウ実験

7/5 多摩美術大学にてバナナペーパー制作 体験型授
業に参加

7/14・
7/20

銀座ミツバチプロジェクト 見学・体験

8/22・
9/21

ミーティング



年間活動報告（後期Output）

日時 活動

10/26-
27

アースガーデン“秋” 中止（台風のため）

11/19 ロハスカフェにてバナナペーパーアニマルクラフト
設置

11/25 株式会社木楽舎からの取材

12/7-8 アースガーデン“クリスマス” 出展

12/15 バナナペーパークラフト教室inありあけ 開催



３つの活動

イベント開催

• アースガーデン“クリスマス”

• バナナペーパー教室inありあけ

バナナペーパー広報

• ロハスカフェにクラフト設置

• ソトコト取材

バナナペーパー名刺推進活動

• バナナペーパーのLCA計算

• 学部生に向けてバナナペーパー名刺の注文・発注



7月5日 多摩美術大学
バナナペーパー制作体験

バナナパルプ 抄く 水分吸収

乾燥出来上がり



7月14日/22日
銀座ミツバチプロジェクト参加

目的

・後期に出展予定のアースガーデンでミツロウ
ワークショップを行うので、それに向けてミツ
ロウについての知識を得るため

結果

・メンバー内のミツロウに対しての知識が高
まった

・アースガーデンでミツロウの説明を柔軟に行
えた



7月14日/22日
銀座ミツバチプロジェクト参加



OnePlanetCafeMusashino
×

ロハスカフェ

・ロハスカフェにバナナ
ペーパーアニマルクラフト
を設置
・OnePlanetCafeMusashino

を紹介したメッセージカー
ドの設置



OnePlantCafeMusashino
×

ロハスカフェ

目的

・バナナペーパーをロハスカフェ利用者に
認知してもらう（学内生への宣伝）

・12月の企画イベントの足かけ



OnePlantCafeMusashino
×

ロハスカフェ
結果

・株式会社木楽舎からの取材のオファー

・12月のバナナペーパークラフトイベント
の宣伝の際に利用

反省

・閲覧者の人数の具体的数値の把握不足

・メッセージカードの定期的補充



ソトコト2月号
P151に掲載！

（￥800）



アースガーデン“クリスマス”
出展

日時：12月7日(10：00～18:00)

8日(10:00～17:00)

場所：代々木公園

出展内容：ミツロウキャンドルワーク

ショップ

バナナペーパー宣伝

クラフト教室イベント告知



アースガーデン“クリスマス”
出展

目的

・OnePlanetCafeMusashinoの活動や、バナナ

ペーパーについて、不特定多数の人に知っ
てもらう

・資源を大切に使うという点からミツロウ
ワークショップを行い、情報発信の場を自
分たちの力で作り出す

・クラフトイベント告知、参加者確保



アースガーデン“クリスマス”
出展

来場者 一日目 62名
二日目 84名

(※ミツロウキャンドル作りを行った人）

結果

・ミツロウキャンドルの対応をしながらもバナ
ナペーパーの説明をすることができた

・子供にはミツロウキャンドルがとても人気
だった

・クラフト教室イベントの告知を徹底的にする
ことができた→アースガーデンから参加者を一
人確保





アースガーデン“クリスマス”
出展

反省

・キャンドルのデザイン

・アンケートを徹底して取ることができな
かった

→フィードバックが甘かった

・OPCMの活動の詳細を書いた広告を作成す
べきだった

…etc



バナナペーパークラフト教室
inありあけ

日時：12月15日(13:00～16:00)

場所：有明キャンパス1‐502教室

内容：親子参加でバナナペーパーを使った

クラフト作成

バナナペーパーについての説明

目的：バナナペーパーを身近に感じてもら

い、楽しみながら使ってもらう



バナナペーパークラフト教室
inありあけ

宣伝場所： 近隣小学校・児童館・ロハス

カフェ・アースガーデン・環

境教育プロジェクトイベント

宣伝方法： チラシを設置・配布

口頭で宣伝

参加人数： 大人8名

子供11名 計19名



バナナペーパークラフト教室
inありあけ

１、バナナペーパーのせつめい

２、めいしこうかんゲーム

３、みんなでサイのクラフトつくり

４、クリスマスカード・しおり・ポストカード
をじゆうにつくろう





バナナペーパークラフト教室
inありあけ

結果

・バナナペーパーの説明を子供たちにわかりやす
く説明できた

・男の子・女の子の割合がちょうどよかった

・アニマルクラフトよりも、しおりやクリスマス
カードが人気だった

・みんなに満足して帰ってもらえた



バナナペーパークラフト教室
inありあけ

反省

・保護者の方と話す機会が少なかった

・早く出来上がる子とそうでない子の差が大き
かった

・作るクラフトを限定したこと

・感想・アンケートを取らなかった

・リハーサル不足

・時間が押してしまった

…etc





70%

30% パルプ

古紙

22%

74%

4% バナナ繊維

古紙

竹

《 １００ｋｇあたりの紙の原料内訳 》

◇普通紙 ◇バナナ
ペーパー

雇用

森林保護
児童労働
減少

バナナペーパーLCA計算
☆バナナの茎の繊維からで
きる紙のこと

アフリカの貧困問題や環境
問題を解決するための大事
なアイテム



バナナペーパーLCA計算

1、距離(km)÷燃費(km/t)=重油使用量
(20万t貨物船の燃費は約210km/t)

2、重油使用量×単位熱量×CO2排出係数=炭素排出量

3、12(t):44(t)=炭素排出量(t)：CO2排出量

(1mol=12gであり、CO2は1mol=44 g)

これにしたがって南アフリカから20万t貨物船で日本ま
で輸送した場合→176tのCO2を排出している！！ことが
わかりました。



バナナペーパー名刺学内利用者

メンバー含め、17名の

生徒がバナナペーパー

名刺に切り替えました



今年度の反省

年間計画をもっと明確にしながら活動す
べきであった

「バナナペーパー」をどう広めるかにつ
いて悩む期間が長かった

後期にメインな活動が集中してしまった

バナナペーパーを学校に導入するまでの
活動に及ばなかった

 HP・FBの活用が全くうまくいかなかった



今後の活動

・企画イベントの定期化

・バナナペーパー名刺の学内普及活動

・アースガーデン出展

・バナナペーパー宣伝・広告


